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【第 3 回スタッフミーティング】 

 

日時：令和 6 年 7 月 13 日（土） 13：00～17：00 

場所：日本大学本部 9 階 904 会議室 

 

［タイムテーブル］ 司会：相﨑大地さん、根岸啓斗さん 

13：00～13：05 教員挨拶 

13：05～13：10 学生挨拶 (キャプテン補佐・相﨑大地さん) 

13：10～13：15 しゃべり場 1 についての説明 

(進行：マネジメント・原野雄利さん、佐藤瞳さん、早乙女雅也さん） 

13：15～13：30 アイスブレイク 1 

（進行：マネジメント・屋和田航さん、山田雅斗さん） 

テーマ：「自分の学部にしかない特徴は？」 

13：30～14：15 セッション 1 

テーマ：「大学で、何を・何のために・どのように学びたいと思った？」 

14：15～14：30 発表・まとめ （相﨑大地さん） 

14：30～14：40 自己評価シート記入 

14：40～14：50 休憩 

14：50～14：55 しゃべり場 2 についての説明 

（進行：マネジメント・屋和田航さん、山田雅斗さん） 

14：55～15：10 アイスブレイク 2 

テーマ：「オススメの学食は？」 

15：10～15：55 セッション 2 

テーマ：「あなたが大学に望む教育は何ですか？」 

15：55～16：10 発表・まとめ （根岸啓斗さん） 

16：10～16：20 自己評価シート記入 

16：20～16：25 休憩 

16：25～16：30 学生挨拶 （キャプテン補佐・山谷和奏さん） 

16：30～16：35 連絡事項、写真撮影 

16：35～17：00 各部門ごとの今後の打ち合わせ 

 



［セッション 1］ 

 

テーマ：「大学で、何を・何のために・どのように学びたいと思った？」 

 

セッション 1 では、各グループごとに分かれて、「何を・何のために・どのように学んでいるの

か」「授業環境の良い点」「授業環境に対する要望」「授業環境に関する改善点」の 4 つに分類

して、各項目ごとに議論を深めていくという活動を行いました。 

 

授業に関して、「現状で満足している」「授業やグループでの活動、ゼミナールなどにより、レポ

ートやプレゼンテーションなど資料を作成する能力が向上した」というプラスな意見も挙げら

れました。 

一方で、「先生によって授業の進捗が異なる」「学年によって実習の多さが異なり、一・二年生

のうちは実習が少ない」という意見も挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［セッション 2］ 

 

テーマ：「あなたが大学に望む教育は何ですか？」 

 

セッション 2 では、各グループごとに分かれて、「現実」「理想」を書き出して、出された意見を

元に更にカテゴリー分けを行い、議論を深めていくという活動を行いました。 

 

セッション 1 同様に、「現状で満足している」「自分の学びたい分野について学習できている」

というプラスな意見が挙げられました。 

一方で、「必修が多すぎて、自分が本当に学びたい分野の授業が受けられない」「履修の制限

が多い」というマイナスな意見、また「他学部の授業の履修できるようにしてほしい」「他学部

との交流の機会が少ない」など、総合大学としての強みを生かしきれていないのではないか

という意見が挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今回行われた第 3 回スタッフミーティングでは、前回のファシリテーション研修を活かし、 

「大学で何を・何のために・どのように学びたいと思った？」 

「あなたが大学に望む教育は何ですか？」 という 2 つのテーマでセッションを行いました。 

個々人で良かった点や改善点も見られた中、全体の評価では、「前回のセッションよりも議論

が進んでいるところが多く良かった」という意見がありました。 

また、今年度から、各セッションごとにレビューシートも活用することにより、客観的意見も踏

まえた上でのスキルアップを図っています。 

今回の経験も活かして、次回のセッションに臨めるようにしていきたいです！ 

 

本報告書は、私たち学生の声を教職員の皆さんだけでなく、FD CHAmmiT に参加を考えて

くださっている学生の皆さんと共有する事で、日本大学の教育をより良いものにしたいとい

う狙いの元に作成・公開しています。 

本報告書が学生、教職員、そしてそのほかの日本大学に関わる人々にとって、少しでも参考に

なれば幸いです。 

 


